
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２０年度実証実験において 

提供するサービス内容 
 

 

参考資料－２－１

本資料は、定常的な提供を目指す６つのサービス内容について、具体的に示したものであ

り、民間企業等によりその提供が行われることを期待するものである。 
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①現在位置案内 
現在位置の表示  
現在位置のランドマークを基準とした案内 

サービスの概要 
 

・ 画面に地図および現在位置を表示する 
・ あわせて／もしくは、目的地もしくは周辺のランドマーク施設（駅等）から

の位置関係を案内する 
情報提供の対象

となる地物およ

び情報提供の内

容 

現在位置を示した地図を表示する（地図の縮尺・形式については規定しない） 
住所、道路・交差点名称、出発地・目的地・駅などの経由地等を基準とした相対

位置、周辺のランドマーク等を基準とした相対位置等の方法により、現在位置の

情報提供を行う 

情報が提供され

るタイミング 
 

利用者が要求した時 

情報提供手法 ・ 表示 
・ 音声 

備考 周辺のランドマークを基準とした位置情報の提供を行う場合、ランドマークとな

りうる施設は利用者によって異なるため、利用者がランドマークを登録できる機

能を持たせることが望ましい。 
視覚障害者が特に不便と感じている自分の進行方向が分かるようにするための

機能はニーズが高いため、本サービスに機能を持たせることが望ましい。 
システム開発に向けて下記の点を留意することが望ましい。 
＜拡大文字＞ 
拡大文字による表示 
＜再発話機能＞ 
音声での情報提供が聞こえなかった際に、再度発話できる機能 
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②施設情報提供 
目的施設の情報提供 
身障者が利用可能な公共性の高い施設情報提供 

 

身障者が利用可能な目的施設の情報提供 
サービスの概要 
 

・ 現在位置周辺や任意の場所にある沿道施設について、身障者の利用の可否も

含めて検索し、情報提供する 
情報提供の対象

となる地物およ

び情報提供の内

容 
 

以下の施設および内容について情報提供する。トイレおよび避難所については、

身障者利用の可否も含めて検索／情報提供する。これら以外の沿道施設の情報提

供については特に規定しない。 
「公共の用に供するトイレ」 
「公共施設」 
「病院」 
「自治体が指定する避難所」 

情報が提供され

るタイミング 
利用者が要求した時 

情報提供手法 ・ 表示 
・ 音声 

備考 各種施設のコンテンツについては、各地方自治体が作成・公開したものを基本的

に活用する 
システム開発に向けて下記の点を留意することが望ましい。 
＜拡大文字＞ 
拡大文字による表示 
＜再発話機能＞ 
音声での情報提供が聞こえなかった際に、再度発話できる機能 
＜入力方法＞ 
音声入力・読み上げ 
正しく入力できたか否か、入力した内容を音声で確認できる機能 
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 ③経路探索 
2点間の最短経路を探索 
公共交通機関を含む最短経路検索 
経路属性を考慮した障害者が通行可能なバリアフリー経路探索 

 

車いすでの電車・バスの乗車の可否を反映した経路探索 

サービスの概要 
 

・ 利用者が設定した出発地もしくは現在位置から、利用者が設定した目的地ま

で、公共交通機関での移動も含め、利用者の属性にあわせた最適経路を検索

する 
情報提供の対象

となる経路と情

報提供の内容 
 

＜情報提供の対象となる探索条件＞ 
「鉄道・バス」  通常  車いす対応 
「階段」   気にしない 出来る限り避ける 

  近くに別経路があれば避ける 通らない 
「エスカレーター」 気にしない 通らない 
「エレベーター」 気にしない 近くに別経路があれば避ける 
「幅員」  気にしない 1m以上  1.5m以上 
   2m以上 
「段差」  気にしない 10cm位なら可 5cm位なら可 
   通らない 
「歩道」  気にしない 歩道の無い経路を避ける 
 
＜情報提供の内容＞ 
探索された経路情報の提供手法については特に規定しないが、坂道が経路に含ま

れる場合は地図に表示されるなど、情報提供することとする。 
情報が提供され

るタイミング 
利用者が要求した時 

情報提供手法 ・ 表示 
・ 音声 

備考 システム開発に向けて下記の点を留意することが望ましい。 
＜拡大文字＞ 
拡大文字による表示 
＜再発話機能＞ 
音声での情報提供が聞こえなかった際に、再度発話できる機能 
＜入力方法＞ 
音声入力・読み上げ 
正しく入力できたか否か、入力した内容を音声で確認できる機能 
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④移動案内 
分岐点や曲がり角における移動経路案内 
変更の可能性がない(低い)バス停、乗車ホーム等の案内 
自動ドア、ドア、エレベーター等、操作・行動が必要な箇所で適切な行動の仕方を案内 

 

誤った交差点を曲がる等、案内経路から逸れた場合における適切経路の移動案内 

サービスの概要 
 

・ 検索された目的地までの経路にそって移動中の利用者に対して、分岐点や曲が

り角における進行方向の案内、バス停・乗車ホーム等の乗車箇所における案内、

自動ドア・ドア・エレベーター等の操作が必要な箇所における行動案内を行う

・ 誤った交差点を曲がる等、案内経路から逸れた場合における適切経路の移動案

内を行う。 
情報提供の対象

となる箇所・事

象および情報提

供の内容 

以下の各地物／歩行環境のうち、利用者が予め設定したものが経路上に存在す

る場合に情報提供する。 
 
「交差点等の経路変化・分岐点」 目的地への方向（交差点等の経路変化点・分

岐点の位置精度については規定しない） 
「階段・エスカレーター」 階段・エスカレーターの上り・下りの別 
「エレベーター」  降りるべき階層 
「建物等の入り口（出口）」 入り口（出口）を通行することの案内および、

 「手動ドア」「引き戸」「回転ドア」「自動ドア」

「自動ドア（ボタン付）」の有無 
 二重扉の場合はその案内 
「改札」   改札を通行することの案内 
「バス停」 バス停への到着、乗るべきバスの行き先・予

定時刻および降車バス停の案内 
「ホーム」 ホームへの到着、乗るべき電車のホーム・行

き先・予定時刻および降車駅の案内 
「踏切」 踏切到着の案内 
「横断歩道」 横断歩道到着の案内 
 信号の有無および押しボタン式信号の案内 
「誤った交差点を曲がる等 
案内経路から逸れた場合」 誤った交差点を曲がる等検索した案内経路から

ある程度離れた場合に逸れたこと及び、戻るべ

き方向を案内 
「目的地」 目的地到着の案内 
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④移動案内 
分岐点や曲がり角における移動経路案内 
変更の可能性がない(低い)バス停、乗車ホーム等の案内 
自動ドア、ドア、エレベーター等、操作・行動が必要な箇所で適切な行動の仕方を案内 

 

誤った交差点を曲がる等、案内経路から逸れた場合における適切経路の移動案内 

情報提供の対象

となる箇所・事

象および情報が

提供されるタイ

ミング 
 

「交差点等の経路変化点・分岐点」 
「階段・エスカレーター」 
「エレベーター」「建物等の入り口」 
「改札」「バス停」「ホーム」 
「踏切」「横断歩道」  各地物にさしかかる手前とする 
     
 
「誤った交差点を曲がる等 
案内経路から逸れた場合」 誤った交差点を曲がる等、設定された案内経

路からある程度逸れた場合（閾値については

規定しない） 
 
「目的地」 目的地手前にさしかかった場合 

情報提供手法 ・ 音声 
・ 表示 
・ 振動により情報提供を行ったことを案内後、情報表示 

備考 
 

前述のプッシュ型の情報提供にあわせて、利用者がボタンを押す等、情報を要求

した場合に目的地の方向・距離等を案内する機能があることが望ましい。 
バス等乗車中に、降車すべきバス停の事前案内機能があることが望ましい。 
システム開発に向けて下記の点を留意することが望ましい。 
＜拡大文字＞ 
拡大文字による表示 
＜再発話機能＞ 
音声での情報提供が聞こえなかった際に、再度発話できる機能 
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⑤注意喚起 
 経路上に固定された地物が存在する場合の注意喚起 

サービスの概要 通行に注意が必要な箇所や地物が存在する場合に、それらの存在を案内する。 
情報提供の対象

となる地物・事象

および情報提供

の内容 
 

以下の各地物／歩行環境のうち、利用者が予め設定したものが経路上に存在す

る場合に情報提供する。 
 
「階段・エスカレーター」 階段・エスカレーターの存在 
「踏切」 踏切の存在 
「横断歩道」 横断歩道の存在 
 信号の有無および押しボタン式信号の存在 
「歩道のない道路」 歩道のない道路を通行すること、歩道のない

道路の区間が終了することの案内歩道のな

い通路の存在 
「蓋のない溝、水路等」 蓋のない溝、水路等の存在 

情報提供の対象

となる地物・事象

および情報が提

供されるタイミ

ング 
 

「階段・エスカレーター」「踏切」 
「横断歩道」「蓋のない溝、水路等」 
「歩道のない道路」  歩道のない区間にさしかかる、および、歩道

のない区間が終了する十分手前とする。（歩

道のない区間が連続する場合には連続する

最初の区間および最後の区間にて情報提供

する。） 
情報提供手法 ・ 音声 

・ 振動により情報提供を行ったことを案内後、情報表示 
備考 
 

注意喚起サービスのうち、「階段・エスカレーター」「踏切」「横断歩道」に関す

る項目は移動案内サービスに含まれる。 
「車止め」に関する注意喚起については、H20実験箇所における車止めの状況を
調査し、その必要性を検討することとする。 
システム開発に向けて下記の点を留意することが望ましい。 
＜拡大文字＞ 
拡大文字による表示 
＜再発話機能＞ 
音声での情報提供が聞こえなかった際に、再度発話できる機能 
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⑥緊急情報 
 最寄りの避難場所の情報提供 

サービスの概要 最寄りの避難場所の情報提供を行う 

情報提供の対象

となる地物およ

び情報提供の内

容 

災害が発生した場合の最寄りの避難場所となる施設の情報提供を行う 

情報が提供され

るタイミング 
利用者が要求した時 

情報提供手法 ・ 表示 
・ 音声 

備考 施設情報提供に含まれる 
システム開発に向けて下記の点を留意することが望ましい。 
＜拡大文字＞ 
拡大文字による表示 
＜再発話機能＞ 
音声での情報提供が聞こえなかった際に、再度発話できる機能 

 




